
廃棄される海藻の
茎などの食物から
バイオプラスチック

を作って
バッグクロージャー
を作ろう！

バ ッ グ ク ロージ ャ ー

＝パンの袋を止める こ れ
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We are Plastic Bears!太田一高英語研究部です！
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思いついたきっかけは
部活動で取り組んでいた
SDGsの推進活動です。
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実験は大成功でした！
次の目標は活用法を考えること



小さなバッグクロージャーを
きっかけに、バイオプラスチック
を普及させよう！
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そうだ！バッグクロージャーだ！
①食品会社が使うので、環境負荷が低いことは消費
者へのアピールになる。
②現在ほぼリサイクルされず焼却されているので、
有害物質が出ない点も長所になる。
③パンの賞味期限中使えれば良いので耐久性の問題
がクリアできる。
④質量が小さいので、生産コストの負担増が少ない。
⑤硬さとしなやかさがちょうどいい。



5フッターを追加 5



寒天を使ったBIOPLASTICの長所
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燃やしても有害物質が出ない

材料が二酸化炭素を吸収する

熱や水分で自然分解する

万が一誤食しても大丈夫

まだ広く普及していない

長期的な耐性が不安

製作コストがかかる

寒天を使ったBIOPLASTICの短所
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• 海藻でプラスチックをつくる研究を、

自動車部品大手のトヨタ紡織（愛

知県刈谷市）が進めている。石油

に代わる原料として、捨てられてきた

海藻を有効に活用する。プラスチッ

クゴミによる海洋汚染の解決や、温

室効果ガスの排出を防ぐ「脱炭素」

につながるという。

• 今回は、プラスチックの原料として、

コンブやワカメを使うことに挑戦した。

国内で収穫されるものの約7割が

非食用で、捨てられてきたからだ。

(朝日新聞デジタル2021年4月26日より)

• 株式会社ツカサペトコによると、日本国内

で食用のコンブ・ワカメとして使用された後、

廃棄されてしまう茎などの残滓総量は年間

約15,000トンに及ぶといいます。2021年

3月には、テルアビブ大環境研究所との間

にバイオマスを原料として、日本国内での

培養や化学製品生産に関するライセンス

契約を結んだほか、翌年4月には同研究

所と共同でコンブ・ワカメの残滓から、生分

解性プラスチックの原料となるPHAを採り

出す技術開発に成功。また、同大でも独

自に、日本国内で生産されている青のりか

ら生分解性プラスチックの生成に成功した

ことを受け、海藻由来の生分解性プラス

チック生産の実業化に向けたプロジェクトの

始動を発表。 (ものづくり.com HPより)
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WE BELIEVE WE CAN 
CHANGE THE WORLD 

STARTING WITH SMALL 
THINGS AROUND US!

Biop last ic Bears❤
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